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今
年
４
月
、
県
内
で
は
16
人
が
交
通

死
亡
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
昨
年
同
時
期
と
比
較
す
る

と
８
人
の
増
加
で
す
。
こ
の
う
ち
、
高
齢

者
が
関
係
す
る
死
亡
事
故
は
９
件
で
、
主

な
原
因
は
次
の
通
り
で
す
。

○
自
動
車
運
転
中
の
単
独
事
故

○ 

自
転
車
で
道
路
横
断
中
に
左
か
ら
の
自

動
車
と
衝
突
す
る

○ 

道
路
横
断
歩
行
中
に
左
か
ら
の
自
動
車

に
は
ね
ら
れ
る
（
下
図
）

　

ま
た
、
近
年
の
事
故
の
傾
向
と
し
て
、

○ 

高
齢
者
事
故
は
５
年
連
続
で
増
加

　
（
10
年
前
の
1.4
倍
）

○
事
故
死
亡
者
の
半
数
以
上
は
高
齢
者

○
高
齢
死
者
の
約
52
％
が
歩
行
中

　

…
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
ぜ
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
い
の

か
、
交
通
事
故
に
遭
遇
し
や
す
い
の
か
を

分
析
す
る
と
、次
の
要
因
が
浮
か
び
ま
す
。

○
加
齢
に
よ
る
視
力
や
身
体
機
能
の
低
下

○
交
通
違
反
行
為
を
違
反
と
感
じ
な
い

○
長
年
の
悪
い
癖
が
直
ら
な
い

○ 

自
動
車
に
対
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
覚
低
下

○ 

道
路
横
断
歩
行
中
に
お
け
る
左
側
の
安

全
不
確
認
（
右
側
は
近
い
た
め
確
認
を
す

る
が
、
左
側
の
確
認
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
）

　

こ
の
よ
う
な
事
故
要
因
を
払
し
ょ
く
す

る
に
は
、交
通
安
全
教
室
な
ど
に
参
加
し
、

運
転
操
作
や
走
行
中
の
注
意
点
な
ど
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
交
通
安
全

指
導
員
は
、
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
や
体

験
型
交
通
安
全
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ

　
　

交
通
安
全
協
会
大
仁
支
部
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手を挙げて　止まってくれて　ありがとう

　　　　　　　　　　　　　　本
ほ ん だ

多優
ゆ う か

花（韮山南小）

酒飲んだ　後の運転　事故のもと

　　　　　　　　　　　　　内
うちやま

山晴
は る や

矢 （大仁北小）

青になっても　右左をよく見て渡ろう

　　　　　　　　　　　　　　山
やまぐち

口　凌
りょう

（長岡南小）

高
齢
者
事
故
の

増
加
と
要
因

交
通
安
全
協
会
大
仁
支
部
か
ら

！

道路横断歩行中に、左から
の自動車にはねられること
が高齢者事故の原因として
多い。

総会および
退任式・委嘱式

4月 2日、交通指導員会の総会が大仁支所において行われました。総会では、平成 22
年度の事業報告と平成 23年度の事業計画が決
定されました。
　総会終了後は、退任式・委嘱式が行われ、
長年に渡り活動し、平成23年3月31日をもっ
て退任した交通指導員 15人に対し、感謝状が
贈られました。
　また、新たに交通指導員として活動してい
ただく 17人に対し、委嘱状が手渡されました。

副
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら

れ
た
15
人
の
退
任
指
導
員
。

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

有
料
メ
ー
ル
交
換
詐
欺
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あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

36○

以
前
も
、
い
わ
ゆ
る
『
出
会

い
系
詐
欺
』
を
掲
載
し
ま

し
た
が
、
近
年
ま
た
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
再
度
取
り
上
げ
ま

す
。
以
前
は
、
芸
能
人
を
名
乗
る

人
物
や
出
会
い
を
求
め
て
い
る
か

の
よ
う
に
装
う
異
性
ら
し
き
サ
ク

ラ
に
よ
る
手
口
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
近
年
は
「
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
た
い
の
で
お
金
を
援
助

す
る
」
な
ど
と
資
金
援
助
を
装
う

メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
て
、
お
金

が
欲
し
い
と
い
う
心
理
を
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
ポ
イ
ン
ト
を

購
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
悪
質
な
手

口
が
目
立
ち
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の

購
入
方
法
も
、銀
行
振
込
み
、カ
ー

ド
決
済
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
代
行
、

電
子
マ
ネ
ー
と
多
岐
に
わ
た
り
、

複
雑
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
メ
ー
ル
の
内
容
を
安
易

に
信
じ
な
い
、
送
信
さ
れ
て
き
た

メ
ー
ル
に
む
や
み
に
返
信
し
な
い

（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

「お金がほしい」という心理に
つけ込む悪質メールに注意！

と
い
っ
た
対
応
を
す

べ
き
で
す
。
も
し
被

害
に
遭
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
消
費

者
セ
ン
タ
ー
や
専
門

家
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

平成 22 年度ごみ処理量
皆さんのおかげで燃やせるごみが減少しました！

昨年度の、市のごみ処理量がまとまりました。皆

さんのご理解・ご協力により、ごみ全体の量も

可燃ごみ（燃やせるごみ）の量も、452 トン減少しま

した。ありがとうございました。今後も「いらないも

のは買わない・もらわない」を徹底し、それでも出て

しまうごみは分別して資源化しましょう。

『その他の紙』ごみ

４月にスタートした『その他の紙』ごみの分別は、

現在順調です。今まで可燃ごみ（燃やせるごみ）

として処理していたラップやトイレットペーパーの

芯、封筒は、再生紙に生まれ変わっています。

順調に回収スタートしています！

ご
み
を
減
ら
そ
う
・
資
源
化
し
よ
う　

問
合
せ　

環
境
衛
生
課　
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伊豆の国市の年間ごみ処理量の推移

○
芯
類

○
封
筒

○『その他の紙』ごみに含まれる、×含まれないもの

×
ダ
ン
ボ
ー
ル

△
紙
パ
ッ
ク

カーボン仕様の紙（納品書、請求書）
感熱紙（レシート等）

　　　　　　　　→ 可燃ごみ（燃やせるごみ）へ

破いたとき、切り口が波状
になるのがダンボール。

パックを開いて、内側が白
くないパックのみ『その他
の紙』ごみに含まれます。

同じ日に回収する
分別品目『ダンボール』へ

内側が白いパックは、同じ日
の分別品目『紙パック』へ

→ →

×

伊豆の国市交通指導員会

！

市
が
工
事
の
補
助
を
し
ま
す
！

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
善

５
月
10
日
か

ら
宮
城
県

多
賀
城
市
で
、
市

建
設
業
協
会
が
復

興
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
が
（
表

紙
・
23
ペ
ー
ジ
参

照
）、
主
な
活
動

は
、
地
震
の
影
響

に
よ
り
倒
壊
ま
た

は
そ
の
危
険
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
で

す
。
多
賀
城
市
内
で
は
、
津
波
被
害
の
対
応
を

最
優
先
し
た
た
め
、
地
震
発
生
後
２
カ
月
経
過

し
た
時
点
で
も
、
約
５
０
０
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

倒
壊
ま
た
は
そ
の
危
険
性
が
あ
る
ま
ま
の
状
況

で
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
す
る
と
、
救
急

車
や
消
防
ポ
ン
プ
車
の
進
入
の
妨
げ
に
も
な
る

た
め
、
地
域
全
体
の
被
害
拡
大
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
・
改
善
工
事
に
対
す
る
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
制
度
を
活
用
し

て
、
東
海
地
震
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

補
助
制
度
に
関
す
る
申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　

都
市
計
画
課
住
宅
管
理
室
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多賀城市内で倒壊したブロック塀を
撤去する伊豆の国市建設業協会


